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0.3389/fneur.2024.
1387607
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英⽂原著 4 Ikeda K, Tanaka K, Tajima S, Takakura T, Sugihara M, Ono K. Dizziness and unstable gait in the older adults are associated with vestibular 
hypofunction, muscle dysfunction and sleep disturbance: impact on prevention of accidental falls. BMC Geriatr. 2024;24(1):1042
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0043
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patients with locally advanced esophageal cancer: a questionnaire survey to the board-certified facilities in Japan. Esophagus. 2024 Oct;21(4):496-504.
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英⽂原著 13 Mori N, Otaka Y, Ito D, Shimizu A, Narita A, Honaga K, Matsuura D, Kondo K, Liu M, Tsuji T. Efficacy of Cognitive Stimulation Therapy for Cognition 
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国際学会発表 1
Hiroyuki Ase, Tomokazu Takakura, Futoshi Wada, Moritomo Maeda, Toshiyuki Fujiwara, et al., Feasibility and preliminary effectiveness of upper limb 
functional training using virtual reality for individuals with Parkinson's disease, 8th Asia Pacific Occupational Therapy Congress, Sapporo, Nov 7, 
2024

国際学会発表 2
Keita Takano, Tomofumi Yamaguchi, Kano Kikuma, Kohei Okuyama, Natsuki Katagiri, Takatsugu Sato, Shigeo Tanabe, Kunitsugu Kondo, Toshiyuki 
Fujiwara, Transcutaneous spinal cord stimulation phase-dependently modulates spinal reciprocal inhibition induced by pedaling in healthy 
individuals, ISEK2024, Nagoya, June 26-29, 2024

国際学会発表 3
Shujiro Ueda, Kahoko Kitano, Yumiko Yasuda, Ayumi nishiyama, Hiroko Aoki, Yukari Hatanaka, Yusuke Hayashi, Kazunori Sato, Kozo Hatori, 
Toshiyuki Fujiwara. Exploratory analysis of the amount and contents of occupational therapy in patients with acute stroke. The 8th Asia Pacific 
Occupational Therapy Congress 2024, Hokkaido, Japan, Nov 6,2024

国際学会発表 4

Eriko Kitahara, Yoshihiro Kameyama, Tadamitsu Matsuda, Mitsuru Ikeno, Hiroshi Tanaka,  Toshiyuki Fujiwara, Qi An, and Shingo Shimoda. 
Significance of Gait Practice in a Spina Bifida Patient with High-Level Paralysis: Muscle Dissection and Rehabilitation for Bilateral 
Knee Flexion Contractures - A Case Report. 6th International Conference on Neurorehabilitation (ICNR 2024), November 5–8, 2024, La Granja, 
Spain

国際学会発表 5 Toshiyuki Fujiwara. Transcutaneous spinal stimulation for stroke rehabilitation. 13th World Congress of Neurorehabilitation 2024, Vancouver, 
2024,24,May

区分 番号 学位
論⽂ 全著者名,論⽂名,掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 ,DOI DOI 国際共同

和⽂原著 1 國枝 洋太, ⼩⼭ 真吾, 鈴⽊ 瑞恵, ⾼橋 裕⾺, 河村 康平, 武⽥ 晃⼀, 松⽥ 雅弘, 森沢 知之, 藤野 雄次, 澤 ⿓⼀, ⾼橋 哲也, 和⽥ 太, ⾼倉 朋和, 藤原 俊之，地域在住⾼齢
者における認知機能簡易チェックリストと軽度認知障害スクリーニング検査との関連, ⽇本保健科学学会誌, 2024; 27(1): 5-16
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定める到達⽬標グレードの妥当性の検討　アンケート調査およびカリキュラム確定に⾄る過程. 臨床神経⽣理学, 2024; 52(2). 95-111(2024.04), DOI︓10.11422/jscn.52.95 ー

和⽂原著 3 ⽵⽥ 正次, 諸橋 徹, 菊地 祐太, 澤⽔ 千恵, ⾼橋 哲也, 池⽥ 健彦. COVID-19ワクチン接種後患者の左⼼室⾎栓摘出術に対する⿇酔経験. ⽇本臨床⿇酔学会誌, 2024; 
44(5): 495-500 ー

和⽂原著 4
藤井 ⼤輔, 森沢 知之, ⼭本 智史, 松尾 知洋, ⼊⽻ 恭平, 前畑 美幸, 岩城 弘和, 岩⽥ 健太郎, ⿑藤 正和, 遠藤 宗幹, ⾼橋 哲也. 回復期リハビリテーション病棟における⼼
⼤⾎管疾患患者の実績指数に関わる因⼦の検討(Examination of factors related to the performance index of patients with cardiovascular disease in a 
convalescent rehabilitation hospital). Japanese Journal of Comprehensive Rehabilitation Science, 2024; 15: 63-70

ー



和⽂原著 5 ⼩池教⽂，⾼⼭真希，⾦原⼀宏，⽥沼明，胸椎可動性減少が変形性股関節症患者の腰痛と関連する，運動器理学療法学，2024︔3(2)︓67-75 ー
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和⽂総説 1 ⼤⼋⽊ 陽⼥, 吉澤 卓⾺, 阿瀬 寛幸, プラクティカルノート　⾃撮り棒を⽤いたマスク装着⽤⾃助具の紹介, 作業療法ジャーナル, 2024; 58(6): 544-545 ー

和⽂総説 2 阿瀬 寛幸, 【はじめてのがん患者の作業療法】(第2章)作業療法の実践に向けて-がん患者の作業療法に必須の評価とプログラム　⾻転移の作業療法, 臨床作業療法NOVA, 
2024; 21(2): 108-113 ー

和⽂総説 3 阿瀬 寛幸, 第19回東京都作業療法学会　学会⻑講演"Face to Face"　作業で結ぶ東京の未来, 東京作業療法, 2024; 12:p46 ー

和⽂総説 4 阿瀬 寛幸, 補永 薫, 藤原 俊之, 【Extended reality(XR)とリハビリテーション医療】神経変性疾患に対するXR技術の活⽤　パーキンソン病に対するVR技術を⽤いた上肢機能へのア
プローチを中⼼に, The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2024; 61(9): 802-806 ー

和⽂総説 5 ⾼橋 信博, 加藤 源俊, 狩野 元宏, ⼭⽥ 洋平, 井上 真美⼦, 島村 奈緒美, ⽯川 愛⼦, 藤野 明浩. 腸管不全患者における間接熱量計を⽤いたエネルギー必要量の推定. ⼩児
外科, 2024; 56(10), 1058-1063. ー

和⽂総説 6 望⽉ 正道, 北原 エリ⼦, 藤原 俊之, ⾼橋 哲也. 【最新版!ICUにおける⼼臓・⼤⾎管の術後管理】⼼臓・⼤⾎管⼿術後の急性期リハビリテーション総論. 重症集中ケア 
2024;23(5): 84-87 ー

和⽂総説 7 藤原 俊之. リハビリテーション医学の進歩. 神経治療学, 2024; 41(4): 489-493 10.15082/jsnt.41.4
_489

和⽂総説 8 ⿑藤 彬, ⾼橋 哲也, 藤原 俊之. ⾼度救命救急センターにおけるリハビリテーション. 順天堂保健医療学雑誌, 2024; 5: 33-39 ー

和⽂総説 9 ⾼橋 哲也, 森沢 知之, ⿑藤 正和, 岩津 弘太郎, 藤原 俊之, 代⽥ 浩之. ⾝体的フレイルや⼊院関連能⼒低下を予防するための⾃宅でできるリハビリテーションプログラム(Home 
Based Exercise Rehabilitation Programs Prevent Physical Frailty and Hospitalization-Associated Disability). 順天堂醫事雑誌 2024; 70(1): 2-8,

10.14789/jmj.JMJ2
3-0034-P

和⽂総説 10 ⾼橋 哲也, 藤原 俊之. ⼊⾨講座　あなたは知っていますか?　現場で必要な医療知識・技術　薬剤. 総合リハビリテーション, 2024; 52(10): 1067-1073 10.11477/mf.1552
203238

和⽂総説 11 藤原 俊之. 【「Neuromodulationのリハビリテーション医療への応⽤」】⾮侵襲的経⽪的脊髄刺激による歩⾏機能再建. 臨床神経⽣理学, 2024; 52(4): e274-276 10.11422/jscn.52.2
74

和⽂総説 12 藤原 俊之. 神経可塑性を誘導するリハビリテーション治療. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2024; 61(3). 203-208 10.2490/jjrmc.61.2
03

和⽂総説 13 松⽥ 雅弘, 藤原 俊之. 【医療・介護ロボットの理学療法への有効活⽤のためのマネジメントの要点】医療ロボットの理学療法への活⽤の現状と課題. 理学療法, 2024; 41(7): 580-
585 ー

和⽂総説 14 藤原 俊之. 【脳卒中上肢機能の徹底改善】リハビリテーション治療の選択基準. 総合リハビリテーション, 2024; 52(7): 691-697 10.11477/mf.1552
203156

和⽂総説 15 松⽥ 雅弘, ⼭⼝ 智史, 藤原 俊之. 知っておきたい・深めたい　Close-up　物理療法と運動療法の併⽤　経頭蓋直流電気刺激と運動療法の併⽤. 理学療法ジャーナル, 2024; 
58(7): 803-807

10.11477/mf.1551
203520

和⽂総説 16 補永 薫, 藤原 俊之.【⼤きく変貌したリハビリテーション医療-超⾼齢・重複障害に対する医療の切り札】領域別のリハビリテーション医療　脳⾎管障害回復期のリハビリテーション医療. 診
断と治療 2024; 112(6): 685-688

10.34433/dt.00000
00819

和⽂総説 17 ⾼橋 哲也. 超⾼齢社会における循環器疾患患者のWell-beingとリハビリテーション. ⽇本⾚⼗字リハビリテーション協会誌, 2024; 37: 6-15 ー

和⽂総説 18 ⾼橋 哲也. 【離床-寝かせたままとしないための理学療法⼠の取り組み】離床の重要性の理解とその実践における留意点. 理学療法, 2024; 41(11): 964-971 ー

和⽂総説 19 ⾼橋 哲也.【総合理学療法】理学療法⼠が総合的に捉える視点(⽔準と領域のマトリックス)循環器. 理学療法ジャーナル, 2024; 58(2): 172-178 10.11477/mf.1551
203346

和⽂総説 20 補永 薫, 菅澤 昌史, ⾼⽊ 朋⼦.【回復期リハビリテーション医療を推進するチームアプローチ】退院⽀援. 総合リハビリテーション, 2024; 52(5): 485-493 10.11477/mf.1552
203110

和⽂総説 21 ⽥沼明，原⽥剛志，越智英輔，超⾼齢社会におけるがんリハビリテーション診療，The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine，2024︔61(8)︓718-724 ー
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能がつながる神経解剖⽣理学. 医学書院,2024.11
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国内学会発表 1 阿瀬寛幸，三浦季余美，吉⽥司，塚原遥，北原エリ⼦，髙⽊⾠哉，⾼倉朋和，藤原俊之, 転移性脊椎腫瘍による脊髄障害を呈した患者の退院時ADL⾃⽴に影響を及ぼす因
⼦について, 第8回 ⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会, 岡⼭, 2024年11⽉3⽇

国内学会発表 2 ⾼野圭太, ⼭⼝智史, 菊間⾹乃, 奥⼭航平, ⽚桐夏樹, 佐藤孝嗣, ⽥辺茂雄, 近藤国嗣, 藤原俊之，ペダリング運動と経⽪的脊髄電気刺激の併⽤介⼊が下肢相反性抑制に与
える影響，⽇本物理療法合同学術⼤会2024，奈良，2024年1⽉26-27⽇

国内学会発表 3 菊間⾹乃, ⾼野圭太, 奥⼭航平, ⽚桐夏樹, 佐藤孝嗣, ⽥辺茂雄, 近藤国嗣, ⼭⼝智史, 藤原俊之，ペダリング運動中の経⽪的脊髄電気刺激の刺激タイミングが下肢相反性抑
制に与える影響，⽇本物理療法合同学術⼤会2024，奈良，2024年1⽉26-27⽇

国内学会発表 4 佐藤孝嗣，⼭⼝智史，⽚桐夏樹，⾼野圭太，近藤国嗣，藤原俊之，随意運動中の前脛⾻筋神経筋電気刺激が筋弾性率に与える影響，第8回⽇本リハビリテーション医学会
秋季学術集会，岡⼭，2024年11⽉1-3⽇

国内学会発表 5 植⽥修⼆郎 , 北野花穂⼦, 保⽥由美⼦, ⻄⼭あゆみ, ⻘⽊裕⼦, 畑中優佳⾥, 林祐介, 佐藤和命, ⽻⿃浩三, 藤原俊之, 急性期脳卒中患者における⾝体活動が上肢機能障
害及び⽇常⽣活動作に与える影響, STROKE2024, パシフィコ横浜, 2024年3⽉8⽇

国内学会発表 6 井上 真美⼦, ⽯川 愛⼦, 狩野 元宏, 島村 奈緒美, 佐々⽊ 駿⼀, 島本 百合⼦, ⼤井 真⾥絵, ⼭⽥ 有佳, ⼤⽊ いづみ. 腸管不全患者に対して、専⾨看護師と連携することで、⼊院
前から退院後まで途切れない⽀援を⾏えた⼀例. 第27回⽇本病態栄養学会年次学術集会, 京都, 2024年1⽉26〜28⽇

国内学会発表 7 原⽥剛志, 辻哲也, ⼟⽅奈奈⼦, ⽯川愛⼦, 上野順也, ⼩⻄信⼦, 栁沢拓⾂, ⼩林⼤佑, 中嶋康記, 藤⽥武郎. 切除可能⾷道癌患者における⽣存期間に対する術後⾻格筋量喪失の
⾄適cutoff値の検討. 第29回千葉県理学療法学術⼤会, 千葉, 2024年3⽉3⽇

国内学会発表 8 平松永彬, 補永薫, 村上悠平, 諫⼭玲名, ⽯川愛⼦, 藤原俊之. ジストニアに伴う重度内反尖⾜により歩⾏障害をきたした⼀例. 第61回⽇本リハビリテーション医学会学術集会, 東京,
2024年6⽉16⽇

国内学会発表 9 中村⻯也, ⽯川愛⼦, 伊藤惇亮, ⼤嶋理, 和⽥彩⼦, 辻哲也. 急性期脳卒中リハビリテーション患者における⾃宅退院の関連因⼦の検討. 第61回⽇本リハビリテーション医学会学術集会,
東京, 2024年6⽉13〜16⽇

国内学会発表 10 阿部 桐⼦, ⽯川 愛⼦, 川上 途⾏, 和⽥ 彩⼦, 横⽥ めぐみ, 坂井 健良, 吉村 拓⾺, ⼭上 亘, 辻 哲也. ⼦宮体がん⼿術前後の⾻格筋量の変化と影響する因⼦に関する後⽅視的研
究. 第66回⽇本婦⼈科腫瘍学会学術講演会, ⿅児島, 2024年7⽉18〜20⽇

国内学会発表 11 ⾦井弘⼦, 吉⽥正栄, ⽯川愛⼦, ⾺嶋貴正, 出⼝貴⼤, ⽩井俊孝. 多職種連携により重度嚥下障害が改善した全⾝型重症筋無⼒症の⼀例. 第30回⽇本摂⾷嚥下リハヒリ゙テーション学
会学術⼤会, 福岡, 2024年8⽉30〜31⽇

国内学会発表 12 我那覇せら, ⽥村亮太, ⼭本晃⽣, 唐津皓介, ⽯澤朋⼦, ⼩島⼀宏, 安藤牧⼦, 北村洋平, 植⽥良, ⽯川愛⼦, 辻哲也, ⼾⽥正博. 左側頭葉low grade gliomaに対して、3か国語
（⽇本語・英語・フランス語）の覚醒下⼿術を⾏った⼀例. 第 154 回⽇本脳神経外科学会関東⽀部学術集会, 東京, 2024年 9 ⽉14⽇

国内学会発表 13 ⼭本晃⽣, ⽥村亮太, ⼩杉健三, 北村 洋平, 植⽥良, 安藤牧⼦, ⼩島⼀宏, ⼋代英之, ⽯川愛⼦, 辻哲也, ⼾⽥正博. 脳腫瘍覚醒下⼿術における当院の⼯夫. 第2回脳腫瘍⽀持療
法研究学術集会, 東京, 2024年9⽉29⽇

国内学会発表 14 安藤牧⼦, ⽥村亮太, 北村洋平, 和⽥彩⼦, ⼩島⼀宏, ⼤嶋 理, ⽯川愛⼦, 辻哲也. ⾔語聴覚療法の介⼊時期および原発性脳腫瘍と転移性脳腫瘍における関わり⽅の検討. 第2回
脳腫瘍⽀持療法研究学術集会, 東京, 2024年9⽉29⽇

国内学会発表 15
Tsuyoshi Harada,Tetsuya Tsuji, Junya Ueno, Nobuko Konishi, Takumi Yanagisawa, Nanako Hijikata, Aiko Ishikawa, Kakeru Hashimoto, Hitoshi Kagaya,
Noriatsu Tatematsu, Sadamoto Zenda, Daisuke Kotani, Takashi Kojima, Takeo Fujita. The clinical mechanism of skeletal muscle mass loss during
neoadjuvant chemotherapy in older patients with locally advanced esophageal cancer. 第62回⽇本癌治療学会学術集会, 福岡, 2024年10⽉24~26⽇

国内学会発表 16 ⼤嶋理, 中⼭晃, ⼭⼝貴⼠, ⾚崎孝⼤, 和⽥彩⼦, ⽯川愛⼦, 辻哲也. ⾷道がん根治術後患者にみられる喉頭蓋反転障害が嚥下動態に与える影響. 第8回⽇本リハビリテーション医学会
秋季学術集会, 岡⼭, 2024年11⽉1〜3⽇

国内学会発表 17 中⼭晃, ⼤嶋理, 和⽥彩⼦, 伊藤惇亮, 川上途⾏, ⽯川愛⼦, 辻哲也. Silver-Russell症候群による頚椎後弯症術後に重度嚥下障害を来たしたが良好な転帰を辿った⼀例. 第8回⽇
本リハビリテーション医学会秋季学術集会, 岡⼭, 2024年11⽉1〜3⽇

国内学会発表 18 阿部桐⼦, ⽯川愛⼦, 川上途⾏, 和⽥彩⼦, ⼤⽊慎也, 坂井健良, 吉浜智⼦, 和⽥美智⼦, 横⽥めぐみ, 増⽥健太, 千代⽥達幸, 岩⽥卓, ⼭上亘, 辻哲也. ⼦宮体がん根治術前後
の健康関連QOLと⾝体活動量の縦断的観察研究. 第39回⽇本⼥性医学学会学術集会, 栃⽊,  2024年11⽉9〜10⽇



国内学会発表 19 中神孝幸，内藤健助，⽯川愛⼦，辻哲也. びまん性⼤細胞型B細胞性リンパ腫初回治療前後の⾻格筋量減少に影響する治療前因⼦の検討. 第7回⽇本がん・リンパ浮腫理学療法学
会学術⼤会, 北海道, 2024年11⽉16〜17⽇

国内学会発表 20 前⽥護友, ⾼倉朋和, 和⽥太, 藤原俊之, びまん性特発性⾻増殖症の頚椎病変を併存した嚥下障害の2症例. 第61回　⽇本リハビリテーション医学会, 東京, 2024年6⽉14⽇

国内学会発表 21 富⽥春菜, ⼩⼭美穂, 阿瀬寛幸, 前⽥護友, 和⽥太, ⾼倉朋和, 藤原俊之, 進⾏性核上性⿇痺-純粋無動型のディサースリアに対する⾔語聴覚療法 〜上肢運動のcueを使⽤した
発声練習〜. 第25回　⽇本⾔語聴覚学会, 兵庫, 2024年6⽉21⽇

国内学会発表 22 早坂さち, 村上悠平, 藤原俊之, ⽻⿃浩三. パーキンソン病の反復測定した最⼤⾆圧に対する認知機能の関与について. 第8回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 岡⼭, 2024年
11⽉2⽇

国内学会発表 23 近藤⼤志, ⽵内皓太, 濱中志乃, ⽯井尚登, 鈴⽊康司, 補永薫, ⽻⿃浩三, 藤原俊之. 嚥下障害と特異な軟⼝蓋運動を呈した延髄髄外嚢胞の１例. 第80回⽇本リハビリテーション医
学会関東地⽅会. 東京, 2024年3⽉3⽇

国内学会発表 24 ⼭本彩織, 補永薫, 鴨下海太, 平松永彬, 村上悠平, 諫⼭玲名, 藤原俊之. 慢性期脳卒中患者に対しボツリヌス療法と Lokomat による歩⾏訓練を併 ⽤し，歩⾏機能の改善が得られ
た⼀例. 第80回⽇本リハビリテーション医学会関東地⽅会. 東京, 2024年3⽉3⽇

国内学会発表 25 鴨下海太，藤原俊之，補永薫，諌⼭玲名, 村上悠平, ⼭本彩織. ⼤腿⾻遠位⾻⾁腫広範囲切除後の合併症によりリハビリ テーション治療に難渋した⼀例. 第61回⽇本リハビリテーション
医学会学術集会. 東京, 2024年6⽉14⽇

国内学会発表 26 ⼭本彩織，補永薫，村上悠平，諌⼭玲奈，藤原俊之. ⼩児⽤内側単股継⼿付⻑下肢装具による歩⾏運動療法を導 ⼊した上位腰椎⼆分脊椎症の⼀例. 第61回⽇本リハビリテーショ
ン医学会学術集会. 東京, 2024年6⽉14⽇

国内学会発表 27 武中真⾐，補永薫，釜⾕陵太郎，平松永彬，前⽥護友，諌⼭玲名，藤原俊之. Robot assisted gait training for chronic stroke patients. 第8回⽇本リハビリテーション医学
会秋季学術集会. 岡⼭, 2024年11⽉2⽇

国内学会発表 28 ⽥沼明，⾼齢がん患者に対する⾝体活動・運動処⽅の開発と普及に関するプロジェクト，第62回⽇本癌治療学会学術集会，福岡，2024年10⽉25⽇
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特別講演・
招待講演 1 佐藤 和命, 第7回パーキンソン病治療シンポジウム、2024年度パーキンソン病のための いしがね海⽼原財団Neuroscience Awards 受賞講演,⼀般社団法⼈Neuroscience 

Laboratory Japan, ベルサール神保町アネックス, 2024年9⽉14⽇.
特別講演・
招待講演 2 佐藤 和命, 難病講演会「在宅難病患者の⽇常⽣活の中のリハビリテーション」, 千葉県習志野健康福祉センター（習志野保健所）, Web, 2024年12⽉23⽇〜2025年1⽉31

⽇.
特別講演・
招待講演 3 植⽥修⼆郎, リハビリ職派遣事業への関わりについて, 浦安市地域リハビリテーション研修会, 浦安市，2024年7⽉29⽇

特別講演・
招待講演 4 ⽯川愛⼦. 慢性腰痛患者に対するrPMSの効果. 第3回rPMS研究会, 東京, 2024年8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 5 補永 薫. リハビリテーション医療に求められる包括的排尿管理. 第61回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 東京, 2024年6⽉13⽇

特別講演・
招待講演 6 補永薫. 末梢磁気刺激のリハビリテーション治療への応⽤. 第61回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 東京, 2024年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 7 補永薫．末梢磁気刺激のリハビリテーション治療への応⽤. 第3回rPMS研究会, 東京, 2024年8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 8 補永薫．⽣活期における痙縮．第5回⽣活期リハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会．Web．2024年10⽉6⽇

特別講演・
招待講演 9 藤原俊之. 脳卒中⽚⿇痺上肢機能障害に対するBrain-Machine Interface を⽤いたリハビリテーション治療. 第61回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 東京, 2024年6⽉14⽇

特別講演・
招待講演 10 藤原俊之. 脳卒中上肢機能障害に対する 新しいリハビリテーション治療. 第61回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 東京, 2024年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 11 藤原俊之. ⾮侵襲的Neuromodulationのリハビリテーション医療への応⽤. 第8回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 岡⼭, 2024年11⽉1⽇

特別講演・
招待講演 12 補永薫. 神経伝導検査、誘発電位. 第8回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 岡⼭, 2024年11⽉3⽇



特別講演・
招待講演 13 藤原俊之. 運動機能回復の臨床神経⽣理学. 第５４回⽇本臨床神経⽣理学会、札幌2024年

特別講演・
招待講演 14 藤原俊之. 末梢磁気刺激のリハビリテーション治療への応⽤. 第12回⽇本がんリハビリテーション研究会、沼津、2024年2⽉11⽇

特別講演・
招待講演 15 ⽥沼明，がんリハビリテーションのパラダイムシフト，第12回⽇本がんリハビリテーション研究会，沼津，2024年2⽉10⽇

特別講演・
招待講演 16 ⽥沼明，運動をはじめてみませんか，第9回⽇本がんサポーティブケア学会，さいたま，2024年5⽉18⽇

特別講演・
招待講演 17 ⽥沼明，がんリハビリテーションとExercise Oncology，第43回⽇本臨床運動療法学会，京都，2024年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 18 ⽥沼明，Exercise Oncology︓がん患者の⾝体活動・運動への着⽬，第62回⽇本癌治療学会学術集会，福岡，2024年10⽉25⽇

特別講演・
招待講演 19 ⽥沼明，Exercise Oncologyにおけるリハビリテーションチームの役割，第8回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会，岡⼭，2024年11⽉2⽇


